
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 22 還元 

 1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （東京都） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （埼玉県） 

解答は次のページ 



  

 

     

〔問 1〕酸性やアルカリ性の液体が手についたら，すぐに多量の水で洗い流す。 

一方，＜実験 2＞（3）では，「塾技 19  」の熱分解の実験と同様，石灰水が逆流して試験管が

割れないように，加熱をやめる前にガラス管を石灰水の中から取ｓり出す必要がある。 

 ウ 

 

〔問 2〕①「塾技 11  」（1）より，実験 1では次の反応が起こり，二酸化炭素が発生する。 

 

石灰石＋うすい塩酸 → 塩化カルシウム ＋ 水 ＋ 二酸化炭素 
 CaCO3 ＋ 2HCl → CaCl2 ＋ H2O ＋ CO2  

 

反応前の質量 + 石灰石の質量－反応後の質量 = 発生した二酸化炭素の質量 となるので，

加えた石灰石の質量と発生した二酸化炭素の質量は，次の表のようになる。 

 

 

表より，うすい塩酸 10cm3と過不足なく反応する石灰石の質量は 0.60g とわかり，それ以上

石灰石を加えても，二酸化炭素の発生量は 0.24g のままであることがわかる。よって，求め

る質量は，55.00 + 1.40－0.24 = 56.16〔g〕 

 56.16g 

 

 

②「塾技 22  」より，実験 2では次のように，炭素は酸化されて二酸化炭素になる。 

 

 

 

 

 

「塾技 22  」（2）のグラフより，P では酸化銅と炭素が過不足なく反応し，Q では未反応

の炭素が残っていることがわかる。 

 エ 

 

 

〔問 3〕還元反応を選べばよい。 

それぞれ，アは酸化，イは還元，ウは中和，エは分解である。 

 ア 

塾技 22  補充問題 解答・解説 

 

1 

答 

1 

発生した二酸化炭素の質量〔g〕

石灰石の質量〔g〕
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0.20

0.16

0.40
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答 
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 2CuO + C → 2Cu + CO2 

酸化銅（黒） 炭素 銅（赤色） 二酸化炭素 

還元 

酸化 

1 

答 

答 

解 1 



  

     

問 1 「塾技 8  」の図より，ねじ b（ガス調節ねじ）を押さえながら，ねじ a（空気調節ねじ）を①の

方向にまわして青色の炎にする。 

なお，ねじの名称の覚え方は，「ガスは空気より重いので下」や「ガス（おなら）は下から出る」

などと覚えるとよい。 

 ウ 

 

 

問 2 「塾技 9  」より，磁石に引きつけられるのは金属に共通する性質ではない。 

 イ 

 

問 3 

（1）図 2 より，1.6g の銅がすべて酸化すると，2.0g の酸化銅ができることがわかる。よって，銅と酸

化銅の質量比が，1.6：2.0 = 4：5となるとき，加熱後の物質の質量の変化がなくなる。求める質量を

xgとすると，2.8：x = 4：5より，x = 3.5〔g〕 

 3.5g 

 

（2）   実験 1の化学反応式は，2Cu + O2 → 2CuOで，2個の銅原子と 1個の酸素分子が結びつい

て，1個の酸化銅の分子ができる。ここで図 2より，1.6gの銅とちょうど過不足なく結びつく酸素の

質量は，2.0－1.6 = 0.4〔g〕なので，銅原子 2個と酸素分子 1個の質量比は，1.6：0.4 = 4：1となる。

よって，銅原子 1個あたりの質量は，酸素分子 1個の質量の 2倍となることがわかる。 

 

 

問 4 

（1）「塾技 22  」（1）を参照。 

 2CuO + C → 2Cu + CO2 

 

（2）2班の結果から，酸化銅 8.0gと過不足なく反応する炭素の質量は 0.6gで，このとき，6.4gの銅が

生じる。 

1 班は炭素の質量が 2班の半分なので，反応で生じた 6.4 ÷ 2 = 3.2〔g〕の銅と，未反応の酸化銅 

8.0 ÷ 2 = 4.0〔g〕の合計 3.2 + 4.0 = 7.2〔g〕が試験管 Aに残る。 

3 班は，8.0gの酸化銅がすべて 6.4gの銅に還元され，さらに未反応の炭素が，0.9－0.6 = 0.3〔g〕残

るので，合計 6.4 + 0.3 = 6.7〔g〕が試験管 Aに残る。 

 1班：7.2g，3班：6.7g 
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